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B北 方広葉樹天然林地帯 における 森林施業

柿 原 道 喜 。今 田 盛 生

1総 括的研究

明冶以来の北海道林業、とくに森林施業の変遷について調査 し、北海道東部地方に広 く分布

する広葉樹天然林地帯の位置づけ、問題点の摘出を行なつた。その結果、広大な面積 を有して

いるにもかかわらず、従来の研究がエゾマツ、 トドマツを主体とする天然林に主体がおかれて

あつたため、施業面には解決すべき多くの問題点があることをみいだした。そ して、その主要

課題である広葉樹育 成、お よびカラマツを主体 とする人工林施業にっいて、問題解決 のための

資料の収集、とりまとめを行なうとともに、一事例として、北海道地方演習林における森林の

変遷についてとりまとめを行なつた。その結果は、 「九州大学北海道地方演習林に論ける森林

の変遷」(研 究資料蕉4)と して発表 しfc.■

皿 カラマツ林の施業試験

本地帯の主要林業であろカラマツ林業について、施業体系を明 らかにするために次の事項を

実施 した。

(1)シ ミユレーシヨンによる生長追跡のための基礎資料の収集

単木の樹幹形、生長量と密接な関係のある周囲密度をとりあげ、周囲密度と樹幹形、生長

量 との関係の調査、ならびに試験地の設定を行なった。

1.周 囲密度と樹幹形

カラマツ幼令木(1t年 ～18年 生)を 対象として、樹幹形の構成要素である胸高直径、

材積、胸高形数、枝下高率、樹冠直径などについて、周囲密度との関係を検討した。その

結果、角度加算法の中心木を含む方法を用いて算出された周囲密度は、胸高直径、材積、

樹冠直径および樹冠のうつ閉後かなり年数の経過した林分の枝下高率 と、いずれ も相関が

高 く、また、胸高形数についても、樹高、胸高直径 を考慮にいれれば高い相関があり、角

慶加算法の中心木を含む方法の うちでは、断面積定数2以 上の林木 を対象 としたものが、

もつとも相関が高いことが認め られた。

2..単 木の生長予測

単木の生長予測を行なうために、カラマツ幼令林 より標本木 を抽出、その胸高直径、樹

高、枝打高、樹冠直径、材積 を求めるとともに周囲密慶の算出を行なつた。漂本木本数は、

18年 生林分 より18本 、11年 生林分より26本 、12年 生林分 より29本 、15年 生

林分 よb22本 、計95本 である。周囲密度の算出は、18年 生林分にっいては、円型ブ



巨ッ ト法、角度通算法、角度加算法 王(中 心木 を含む場合)、 角度可算法 叢(中 心木を

含凌ない場合)の4方 法について行なつたが、他のものは角度加算法1の みにとどめた。

標本木調査結果の一一部を示せぱ表一一1の とおりである。

表一 壌 標本木 とりま とめ表

注)ha当 り本数は、断面積定数2以 上の林木を対象とした場合。

ろ 林分の生長予測

林分の生長予測のため、幼令林 を対象として立木位置図の作製を行なつた。密度と生

長の関係 を明らかにすることが目的であるため、予測のための林分も、いろいろの密度

のものがあることが必要である。そ こで、立木密度が大から小にわたるように試験林分

を設定 した。表一2の 番号7か らt3が 、本試験のためのプロツ トである。

(2)収 穫 予 測

1.収 穫 試 験

カラマツ林の林分講成の推移、生長経過、主、間伐量の把握 を欝的として、前年度に

引量続嚢、収穫試験林の設定、前年度までに設定 した試験林の補足調査 を実施 したo各

試験林とも伐期令は一応40年 とし、間伐回数、間伐度含の遣い、枝打の有無などか ら、

いろいろの施業方式 を想定 して試験設計 を施したoこ のうちの一部は、先に述ぺた生長

予測のための試験地 としても活用する。 これまでに設定 した試験地の現況、試験計画の

要点をとりまとめた結果は表一一2の と論りである。



表一2カ ラマツ収穫試験林の概況

注)oは 立木位置図 あり

△ は枝打木 あ り

2.収 穫予想表の試算

カラマ ツ林分収 穫予想表 を調製するため、 まず、次 の ような条件設定 を行 なった。

イ、植栽本数は、ZsCO本/ha、2,25B本/ha、2,00G本/haの5段 階 とす る。

ロ、地位は3級 に区分する。

地位上は、北海道地方 カラマ ツ林収穫表(松 井調 製)皿 等地、地位 中は同表 の 皿等地、

地位下は同表のW等 地に相当す る。

ハ、伐期令 は40年 、その時の成立期待 本数 は、各 種収 穫表 を参考に して、地位上 は520

～570本/ha、 地位 中は6CC～650本/ha、 地 位下は67S～770本/haと す る。

二、収穫予想 には、安藤調製の カラマ ツー般密度管理 図 を用い る。

ただ し、 胸高直径、材積については、密度管理図 の適合度 を検 討 した結果求 め られた

修正係数 を利用 して算出 した。

ホ、林分 タイブは、 かな りの本数減少がみ られ る現実林分 と、被害 を最小限 度に くい とめ

た場合の 目標林分 にわける。



へ、本数減少 の推定式は次式 を絹い る。(た だ し25年 以 下。16年 以上は本数の減少 は

ない もの と仮定す る)

現 実本奪分legy=2-9018550t

た だ しyは 本数残存率tは 林令

霞標オ木分1cgy=2-O.00286。t

ト、第1回 目の間伐 は、ha当b本 数 と平均樹高 を規 定 した ときの収量此数がO.80前 後 に

なつた ときに行な う。

チ、間伐間隔年 数は7～9年 とす るo

り、本数間伐 率は、 第1囲 琶50～55%、 以 後、 順次減少ぜ しめ る。

上記の設定条件の$と で試算 した結果の一部 を示せぱ表 一5、4の と論 りであるo同 表

は、 あ くまで も試算 の毅階で あつて、今 後、 さ らに検討 を加えてい く予定 である。

表 一5カ ラマ ツ現実林分収穫予想表(地 位 中、ha当 り2,25G本 植)

表 一一4カ ラマ ツ爵標林分収 穫予想表(地 位 中、ha当)i2,256本 植)



(3)現 地 適応試験

カラマ ツ林施業の基 礎資料 にす るため次の事項 を実施 した。

1.強 度枝打 をと もなつた施業試験

枝打の効果 をみ るため、強 度枝 打の試験地 を2プ ロソ ト設けた。

イ、主伐候補木のみ を枝打す る.

場 所29林 班 林令15年

面 積O.C55ha

方 法55本 中 うち、主伐候補木 と考え られる23本(ha当b697本)に ついて樹

高の約70%ま で枝打す る。

ロ、全立木 を枝打す る

場 所29林 班 林令15年

面 積O.G2Cha

方 法 全立木 を樹 高の約60%ま で枝打す る

2.孔 状裸地 に対す る植栽試験

22林 班17年 生カラマツ 林 を間伐 したさい、0.01ha～0.C2haの 孔 状 裸地8ケ 所1(つ

い て簡単 な地推 えを行 ない、 可ケ所 に トドマツ、 ア カエ ゾマ ツ、 ドイ ッ トー ヒ、 ス トロー ブ

マ ツをそれぞれ6本 つつ植 栽 した。

5列 状混植試験

カラマ ツと7樹 種 の列状混植 造林地 を16林 班 内に設定 した。そ の内訳は次の とお りで あ

る。

カラマツ 。プンゲンス トー ヒ0.51ha

カ ラ マツL・バ ンクシヤマ ツ0.55

カ ラ マツ ・チ ヨウセンゴ ヨウマツ0.43

カ ラ マツ 。ア カエ ゾマ ツ0.47

カ ラ マツ 。ドイツ トー ヒ0.57

カ ラマツ ・ス トローブマツO.57

カ ラ マツ 。オー シユ ウア カマ ソ0.59

皿 ドイ ツ トー ヒの枝打、間伐試験

間伐の効果の問題は、結 局、立木密度 と生長量の問題 に帰結す る。そ こで、立木密度のかわ り

に周囲密度 をと りあげ、周囲密度 と生長量の関係 を枝打 の度合 と関連 させて検 討す る試験 地 を、

18年 生 ドイツ トー ヒの二又木 を対象 として設定 した。



資料本数は15本 で、いずれ も地 ぎわ より別 れて二又木 となつてい るものである。その う

ちの1本 を対象木 として樹高 の2G%ま で の枝打 を行 ない、他の 壌本 を枝打木 とし、枝打の

度合は、樹高の4C%、6ege、8figoの5種 とした。1ブmツ クの二又 木本数は5本 でブma

ツク数は5で ある。 周囲密 度 としては、円型 プロツ ト法、 角度通算 法(AC法)、 角度加算

法 で中心木 を含む場合(AS法1)、 角 度通算 法で中心木 を含まない場 合(AS法 五)の4

方法 に より算出 した。試験 地設定状況 をとりま とめた結果 は表 一5の と論 りで ある。

表一5試 験 木 と りま と め表

注)Fは 断面積定数


